
古津軽さんぽ/古津軽・学さんぽ

弘前城(弘前公園)は四方を四つの神が守る「四神相応の勝
地」として築城が定められた地。南の守護・朱雀(すざく)
は、低地に溜まる大きな池に降り立つといわれます。そ

の低地の池にあたる「南溜池」が、現・弘前大学医学部

南塘グランドの場所。市内に意外と多い「坂」や「川」

から高低差を感じながら弘前の様々なエピソードを楽し

む、座学とまちあるきで構成する「古津軽・学さんぽ」

です。

（行程）

13:30 弘前市立観光館集合、座学(60分)
14:30出発-時鐘堂-リンゴ初生りの碑-新寺町-稲荷神社-

-袋宮寺-最勝院五重塔-南川端町-
-弘南鉄道大鰐線中央弘前駅、解散

2:弘前城の南の守護・朱雀
平安招福の願いを込めた「南溜池」界隈を歩く

■時:13:30～16:30 ■料:2,500円 ■定:10名(最少催行人数3名)
■場:弘前市立観光館～中央弘前駅 ■〆:実施日の3日前
■問:(公社)弘前観光コンベンション協会 TEL.0172-35-3131
■お申込みはこちら！:津軽まちあるき予約サイト
■所:弘前市下白銀町2-1 ■ア:「市役所」バス停より徒歩1分
■講師/ガイド:路地裏探偵団鹿田智嵩さん

【弘前市】9月14日(土)


